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緒 言

食道憩室 は食道壁 の一 都が嚢 状 に膨出 した状 態

で， 憩室壁に固宥筋層を有する真性憩室（牽引性）と

園有筋層を欠く仮性憩室 （圧出性） に分類さ 犯る．

真性憩室には 気管分妓 部に発生する Ｒｏｋ１ｔ狐ｓｋｙ憩

室があり，
仮性憩 室には咽頭 食遺移行 部のＺｅ脈ｅｒ

憩室 （姻頭食遺憩室） と横隔膜上の横隔膜上憩室が

あ る． Ｚｅｎｋｅｒ 憩 室 は 有 名 で は あ る が
，

本 邦 の 毅 告 例

は ま れ で あ る’〕
． 今 回 わ れ わ れ は

，
Ｚｅｎｋｅｒ 憩 室 の １

切除例を経験 したので報告する．

症 例

患 者 ：７６ 歳 女 性．

童 訴 ： 嚥 下 困 難， 体 重 減 抄．

既往歴：平成ユ７年より脳梗塞，高倣庄で内服カ獺療

申
．

個 人 歴 ： 特 記 す べ き こ と な し
．

現病歴：平成１８年より 嚥下困難・体重 減少を１

覚 し
，

体 重 は 半 年 で ９ｋｇ 減 歩 し た． 近 医 を 受 診 し

上都消化管内視鏡検査で食遣入口都直下に閉塞を言

め
，

食 遣 腫 瘍 の 疑 い で 精 査 ・ 加 療 昌 的 に 東 医 療 セ

タ ー 外 科 受 診 し た．

入 院 時 現 症 ： 身 長 １４５ｃｍ，
体 重 ４０ｋｇ （ＢＭＩ１９）．

結 膜 に 貧 菰
，

黄 疸 な く
，

頸 都 に 腫 瘤 や リ ン パ 節 腫≡

は 触 知 し な か っ た
．

胸 ・ 腹 部 に 異 常 所 見 は な か っ 穴

入院時血液検査：血算， 生化学的検査に異常を

め な か っ た．

食 道造 影検 査：鰯頭 食遣 移行 都 より 約２．５ｃ㎜

門 側 の 食 遣 右 鰯 後 壁 に
，

約 ３ｘ２ｃ㎜ の 憩 室 を 認 めプ
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鰯養 鐘遺鐙 影 穣査

鰯頚麓鐙移狩蓄隙 蟻 鰯 棚 駆賢獺豚，炎慧慈嚢純 鰍 ⑳

態 室 壷 認 総 慈 ｛集 酬 ．

憩室壁１凄雫滑怒， 陶警晦 麓駒残鐘瀞み蟻級淀 鰯 登婁、

遼灘瀦総蟹繭綴鏡穣薮１麓遼及囚灘竃雫藪麟蒲 繭

繕蟹約轟鰯 ⑳憩窒蜜認磁稔。 態蜜肉⑱繕 鰯＆添整憾

澄 慧
，

隣 接 し て 麓 遺 胸 鰹 を 認 ぬ 恕 （團 助、

顧鰯 瞬 穣蜜：横麟像芯は気管⑳着 鰍ζ察撒腺積

葉登葡労 に厘 雛噴鳶漢 切ε径絢轟鰯 ⑳ 憩室壷認 繊

稔， 蟹㊧鰹摩は濠《， 頚奮醐 ンパ鰯鰯嬢脹愁認鯵象

淋 り 怒． 懸 撒 麟
，

榮 撚 瞬 懇 惑 嗣 様 ⑳ 餅 箆 鷲 務 っ 花 鰯

鋤
。

滋堂ぷ ゆ 擁 磁雛 態嚢濠診 離し， 鱗下園難瀞 強紬

愁紡事薇⑳欄灘駒適憾綬翻麟 悠で事薇 を麓蒋 泌稔．

霧纐砺 箆１ 奮鰯鎖 親繁 鰯㊧滋 縁１ε浴っ 笈絢墾鰯

⑳皮薦鋤關 鋤 腕， 鱒嗣撚駿欝賑澄籍紮鋤離 じ害 疑

繊腺惹薬壷繭鰯１講唾灘裁篇塗， 照撚腺万縁縫艦摺顧

炎⑳憩 嚢壷譲鯵 愁 鰯 勘． 態 嚢鰯蓬警隊 η 蕊ア 双

繋 一 プ 夢 一 壷 滋 嚇，
憩 窒 壷 鋤 騒 じ 施

．
苔 嚇 ζ憩 室 ⑳

籍盤標 鰯＆慧扱篇圭護瞭 遺肉塵⑳滅塵 壷農１醐こ。 憩

窒罵欄 ⑳輸状鰯顧鰯壷鐙鱗蒲 醐ζ繍霧鰯 翻鰯む滝。

携躍 綴織蕨箆；態蜜憾爆鑑態窒懇， 悪鑑蕨箆は認

滋 漆 秘 り 花。

繍鐙綴糧１薇後第§煽 醐蓬歓球壷。 繁竈痛 醐忍滋

動麓を鰯始 泌怒、薇後第 獺 病 臨ζ行り怒麓鐘鐙鐵鷲

絃憩葦萎鰯 験 繊ζ績戴撫は鐘影翻㊧騎綴 澄認鯵淀 嚇，

凝穣繋 憩窒 ⑳遺 残憾濠《、 濫影翻 ⑳通 遇惑 鐘好恋

藩っ怒。 経蘭摂取愁闘 題澄薫早 薇穣第 滋 蒲 醐３遺院

鰯髪 塗餓驚総轡繭擬鏡繊養

麓鐙 災鰯 灘嬢 繍 ξ薩縫 竃鰯 ⑳懇 嚢蜜 認 総篇。 憩 蜜糖 麟

１ε添 整１嚢擦 密 扱 懇 い，

じ 施。 魏 在
呈

撚 薬 溺 院 瞭 鷲 鐙 慈 潔 態 嚢 ⑳ 簿 発 は 蓉 簑
，

五隼鷲錘蟻 ⑱艦簸 餓 騰 雛 概 鴻．

藷 嚢

擁 酸敏 憩蜜は，鰯顧麓遺移緑 灘⑳麓遼鰯層⑳脆鰯

鍬ζ鐙 籔慈穣棄鑑 ⑳狡鐙懇嚢懇縞愚． 輸淡鰯頭麓を

賛警、 総駿層， 糟 麟啄層瀞鴛鰯 へ袋撒縫飛渉魑じ淀

状態懇宇 難警 馨懇諾 澄 肺締 潔⑳病理医 籏 滋雛１ζち

濠んで 蕊 磁撚 憩室登騨ぱ級 概 嶋古発塗頻度縫，欧

栄 ㌘ は 概瞼§星誰 瀞 餐 遼 遺 影 護 旋 は 陶 観 鏡 穣 蜜

翻
、
⑬⑳⑬ 例 瞭 擁 鰯 （⑬

。
五 脇 ） 塗 報 警 じ て這 嶋 鯛

，
泰 熱

㌘は幽麟 駁 瀬至瞬鰯 例鱒３例 ｛⑫鰯 蝪 毅轍警じ。

蹴栄帳鈍戎薬察瞭 灘匿較 繭蜜紘濠湊患 恋務 叡．泰邦

簸警鰯 憾 鱒 棚蕗 瞭亭錫～鰯 歳隠多慧，霧艦 隠多い．

泰燦 患⑳療撒は， 翻鰯 鰯凄艦鍾撚護 惣義鰯醸顧都

鰯翼物感恋瀦篤撚也 憩窒潔増爽 杉芯食遺嚢露遭載罵

嚢う 績濠葛裟麟添障警， 鰹酸蜜認滋， 態嚢潔鰯 朔釜

腕畿津慈塗頚灘麓瘤畿鱗褒鮫 篇． 護旋炎髭繍滋臓 粗

ぽ
、

鰯 顧 簿
，

頚蜜 鰯 瀞 雛 鰺 艇 篇、 慈 蔭 縫 増 炎 裁 惑 毅

態窒 繭審物⑳気 鐙肉へ 鰯譲 鱗縫褒 澄稜 蘭㊧鞍 蹴発

篠
、

騎 炎
，

曙 駿 鰯 難 澄 鑑 陰 雛。 竃 験 鰯 懇 憾 議 麓 ⑱ 麟

万簿警秘羅蔭扱施。 診 駒凄麓遺遺影駿盤懇審甥㌘議

篇瀞。 惚臓欝塗⑱磁蟹関篠㊧綴 鰯ζ憾 駆 穣養 瀞宥

溺懇。 陶欄鏡 穣 懲ま濠鑑耀蔵嫌癌⑱魯鱗㊧発 翔ζ焚

秘 慾 澄 概）
。

事 徹 鐙 旛 は
。

療 撚 縫 漢 繊 芯 淡 磁 惑 躯 慈。 無 疲 状 ～

軽度⑱璃激鍾 縦 減事ゆ愁翻鰯は縫遇観察鷲， 麟万園

難嚇み 蔭拠扱ぽ事衛⑳瀬赫髄適旛綬穣墨， 慈 ㌶ζ鑑

狩 し
、

麓 遼 鰯 塞 繋 駿 蹴 籍 搾
、

腕 炎
，

腰 畷 鰯 難 讐 ⑱ 蒼

憐綾を慧恕遼ぽ纏斌 繭適滋恐澄蔦． 禽験鰯は鯛灘鱒
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嚢塞

鰯 嚢 簸灘 獲笈 糠 薮

穣 麟 灘 懇書嚢 鰯 繊 灘 霧 繋 鐙 灘 薄毒蔓綴 鱗 繋 懇 毅 効 嚢宇 爽 慧 慈 淡 鰯 鰯 慈 蜜 鐙 認苗滋 鐙 ξ幾薬嚢葦。 蟹籔嚢鰹

嬢 濠 慧
司

頚 灘 穣 汐 糞鰯 ⑱ 騒 鰻 亀 綴 蔭 級 滋 鱗。 綴 縦 麟、 幾 繊 鎌 鷲 惑 鰯 糠 繍 鯨 簸 灘 綴 蟻 搬 鳶，

鰯 幾 鯨鱒 蘇 凝

鰯 鍛 灘 孫 綴毒慧簸 鐙 蜜 議、総 濠 英鍍馨鱗。

輸糠鰯簸鱗

欝 蟹 …１

蝦縮鰯

鏑翻

灘 籔 蕊 滋 蹴 懇 蜜綴 潔燃淵 潔

鍵 磁 搬 鰯蜜１嚢、 鰯頚 鐙鍾 穰緑 綴綴 鍍鐙鱗 鱈 ⑱騰鰯 綴…蔓

錐 経篇 綴艦 鰯鐙由 輸 繊鰯 顧鰯 蜜驚慧宇 機 麟 騒 総 鰻繋綴

嚇 欝働 へ 鐘 繊縫 瀦 灘畿 籔愁 撚態 鷲議 慈。 輸 撒鰯 顧 簾鰯

鰯 徽喜嚢， ξ…葦 綴 灘 滋 縫 綴 鰯 澄 滋 嚢 澄．

一霧選一



２５

適 応 と 判 断 し
，

手 術 を 施 行 し た． 術 式 と し て，
本 邦

では一般に憩室切除術 が行われる． 手術の注意点と

し て は， 反 回 補 経 の 同 定
，

温 存 が 重 要 で あ る
．

ま た
，

憩室の切除範囲が広す ぎると療痕収縮による食遣狭

窄の危険があり， 逆に不十分な場合は再発の可能性

が あ る． さ ら に， Ｚｅｎｋｅｒ 憩 室 の 発 生 機 序 と し て
，

嚥

下時の上部食道の弛緩不全による下咽頭内圧の上昇

が考えられてお り， 欧米では上都食道内圧の滅圧冒

的で輸 渕因頭筋 を３～４ｃ醐 切開する輪状咽頭筋切開

術も付加される （図５）． ここで注意すべきはそ の切

開の範囲で， そ れが狭ければ憩室再発の予防になら

ない． この憩室切 除術に輸 渕因頭筋切開術を加 克た

手 術 成 績 は 良 好 で
，

死 亡 率 １１２％
，

合 傍 症 率 ＆０％
，

再

発 率 ３．６％ と い ず れ も 低 値 で あ る７〕
．

自 験 例 も 本 術 武

を施行したが， 現在のところ再発もなく 良好な治療

緒 果 を 得 て い る
． し か し， こ の 輸 状 咽 頭 筋 切 開 に 関

しては， 切開部が脆弱化して内圧性憩室が生 じると

の懸念から慎重な意免もあり， その適応 には症例の

蓄積と長期成績の検誕カ泌 要と考完ている．

ま た 最 近 で は
，

欧 米 を 申 心 に 内 視 鏡 下 で Ｃ０。レ ー

ザ ー
， 電 気 メ ス， ス テ ー プ ラ ー な ど に よ り 憩 室 を 切

除 す る 内 視 鏡 下 手 術 カ 桁 わ れ つ つ あ る９〕
．

こ の 方 法

は， 従来の手術療法に比べてより侵襲が少ないため

術後の国復期間が短縮さ れるが， 合傍症と して縦隔

炎
，

反 回 神 経 麻 癖
，

食 遺 狭 窄，
穿 孔

，
出 倣 や 憩 室 の

遺 残 が 懸 念 さ れ
，

再 手 術 の リ ス ク も 高 い
．

し か し
，

低 侵 襲 で あ る こ と か ら 高 齢 者 に は 良 い 適 応 で昔〕
，

そ の

普及には今後の手技の検討と技術の向上 が必要と考

完 ら れ る．

結 語

嚥 下 障 害 を 伴 う Ｚｅｎｋｅｒ 憩 室 に 対 し て
，

憩 室 切 除

術と輸状咽頭筋切開術 を施行 し， 良好な治療結果が

得 ら れ た の で 報 告 し た、
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